
要 求 内 容 回     答 

Ⅰ 統一要求 

１ 人員・組織・機構に関する要求

(1) 認定・専門の有資格者が専従として活動するた

め、定数を増員すること。 

がんセンターでは、専門看護師・認定看護師の診

療報酬上の役割を考慮し、定数化しているところで

ある。 

(3) 育児短時間勤務等について、本人が取得しや

すい職場づくりをするとともに、他の職員へ負

担とならない人員配置とすること。 

育児短時間勤務等に伴う短時間勤務職員の任用

等により、業務への支障がないよう努めていきた

い。 

(4) 年度途中の産休・育休に伴う代替職員を速や

かに配置すること。 

欠員補充及び産休・育休代替職員の確保に努め

ていきたい。 

(5) 臨時雇用職員（パート・アルバイト）を募集

しても充足できない場合は、賃金アップや非常

勤職員として採用すること。 

予算の範囲内で、所属が必要と認める場合には、

特例単価の設定で対応したい。 

２ 賃金・手当に関する要求

(1)  専門・認定の資格者について手当を新設する

こと。 

現状どおりとしたい。 

(2)  交代制深夜勤務出勤及び準夜勤務退勤のため

のタクシー代を全額病院負担とすること。 

 現状どおりとしたい。 

(3)  薬剤師の抗がん剤ミキシング業務や調剤業務

に特殊業務手当を支給すること。 

抗がん剤ミキシング業務については、今後、

検討していきたい。 

４ 時間外勤務、休暇の取得に関する要求

(2)  時間外勤務縮減のため、事前命令・事後確認

を徹底し、時間外勤務手当の完全支給を行うこ

と。 

職員の心身の健康の保持やワーク・ライフ・

バランスの推進を図るためにも、時間外勤務

の縮減に努めていきたい。 

なお、時間外勤務については、事前命令・

事後確認に基づき適正に管理することが重要

である。 

(3)  病院事業庁として年休の取得目標を知事部局

と同じく１４日として取り組むこと。また、夏

期休暇及び年休の取得が推進されるような環境

整備に努めること。 

病院事業庁においても、年次休暇の取得目

標を知事部局と同じく１４日としている。 

夏季休暇及び年次休暇の取得が促進される

ような取組を推進していきたい。 

５ その他の要求 

(1)  病院の職員が働き続けていくために、院内保

育所(２４時間・病児保育・対象年齢の引上げ)

の整備を早急に行うこと。 

また、対象者は、病院勤務職員とすること。

院内保育所の整備については、医師、看護師の

確保・定着対策の一環として必要に応じて進めて

いるところである。 

(3) 組合員に経営状況を把握してもらうために、

組合に対して随時経営状況を説明すること。 

経営状況の説明は来年度以降も行っていきた

い。 

(4)  職員専用駐車場が不足しているため、民間駐

車場の借り上げも含めて、職員専用駐車場を確

保すること。 

   パーク・アンド・ライドの観点を踏まえ、駐

車・駐輪料金の支給を図ること。 

   また、外灯の設置や舗装など、敷地内駐車場

の整備を適切に行うこと。 

駐車場の確保・整備については、必要に応じて

検討していきたい。 

駐車・駐輪料金の支給については、現状どおり

としたい。 

交
渉
の
中
で
は
、
抗
が

ん
剤
ミ
キ
シ
ン
グ
手
当
は
、

今
後
予
算
を
考
慮
し
な
が

ら
他
県
の
状
況
と
業
務
内

容
を
確
認
し
て
い
く
。

ま
た
、
年
次
休
暇
の
取

得
目
標
の
14
日
、
人
員
不

足
に
対
応
す
る
た
め
の
ア

ル
バ
イ
ト
賃
金
の
特
例
単

価
の
設
定
な
ど
を
確
認
し

て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
専
門
・
認
定

の
資
格
者
の
手
当
新
設
は
、

資
格
の
取
得
に
県
費
執
行

と
自
己
負
担
者
が
お
り
公

平
性
を
保
つ
の
が
難
し
い
、

院
内
保
育
所
の
24
時
間
保

育
・
病
児
保
育
は
、
予
算

と
委
託
で
き
る
業
者
が
見

つ
か
ら
な
い
な
ど
、
前
進

と
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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11
月
13
日
、
病
院
事
業
庁

交
渉
か
ら
、
令
和
２
年
度
当

初
予
算
計
画
に
関
す
る
要
求

「
統
一
要
求
」
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

（
主
な
要
求
・
回
答
は
左
の

と
お
り
）
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病
院
レ
ク
に
参
加
し
て

安
藤

小
晴
（９
歳
）
（安
藤
梨
恵
・が
ん
セ
ン
タ
ー
）

11
月
17
日
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン

へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

当
日
の
朝
は
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
し
た
。

バ
ス
で
向
い
と
う
ち
ゃ
く
し
て
、
入
口
か
ら
中
に
入

る
と
そ
こ
は
、
ま
る
で
ち
が
う
国
の
町
み
た
い
で
し
た
。

け
し
き
を
見
て
い
る
だ
け
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

の
っ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
バ
ッ
ク
ド
ラ
フ
ト
と

ミ
ニ
オ
ン
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
ラ
イ
ド
で
す
。

バ
ッ
ク
ド
ラ
フ
ト
は
、
火
が
出
て
き
た
り
し
て
こ
わ

か
っ
た
で
す
。
ミ
ニ
オ
ン
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
ラ
イ
ド
は
、

入
口
の
所
が
バ
ナ
ナ
の
に
お
い
が
し
ま
し
た
。
の
る
前
、

ど
ん
な
の
り
も
の
か
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
し
た
。
の
っ

て
み
た
ら
、
え
い
ぞ
う
に
ミ
ニ
オ
ン
が
出
て
き
て
、
か

わ
い
か
っ
た
で
す
。
楽
し
か
っ
た
で
す
。

よ
る
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
光
っ
た
り
し
て
き

れ
い
で
し
た
。

ま
た
み
ん
な
で
、
行
き
た
い
で
す
。

11

月
17

日
（
日
）
、
病
院
組
合
レ
ク

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ

ン
」
に
組
合
員
と
そ
の
家
族
１
３
９
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
の
魔
法
世
界
を
体
験
し

た
り
、
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
パ
ー
ク
の
世
界
に
迷

い
込
ん
だ
り
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
に
な
り

き
っ
て
悪
者
と
戦
っ
た
り
、
ミ
ニ
オ
ン
と
一

緒
に
遊
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

夜
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ョ
ー
を
職
場
の
仲

間
同
士
で
鑑
賞
し
た
り
、
光
り
輝
く
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
幻
想
的
な
世
界
を
家
族
で
楽

し
ん
で
、
思
い
出
と
お
土
産
が
い
っ
ぱ
い
の

１
日
と
な
り
ま
し
た
。



こ
の
大
会
は
、
報
告
・

方
針
案
に
つ
い
て
代
議
員

の
皆
様
の
貴
重
な
意
見
、

質
問
等
に
よ
っ
て
有
意
義

な
も
の
と
し
て
い
き
た
い
。

全
国
的
な
話
だ
が
、
厚

生
労
働
省
は
２
０
２
４
年

度
か
ら
医
師
に
適
用
さ
れ

る
時
間
外
勤
務
に
つ
い
て
、

医
師
か
ら
他
職
種
へ
業
務

移
管
が
可
能
で
あ
る
と
さ

れ
る
約
２
０
０
業
務
に
加

え
、
法
改
正
が
必
要
な
業

務
に
つ
い
て
も
安
全
性
に

問
題
が
な
け
れ
ば
移
管
を

推
奨
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
が
実
施
さ
れ
る

と
、
今
で
も
業
務
過
多
と

な
っ
て
い
る
看
護
師
、
コ

メ
デ
ィ
カ
ル
の
業
務
と
な

り
時
間
外
勤
務
が
医
師
か

ら
他
の
職
種
に
移
る
だ
け

で
「
働
き
方
改
革
」
に
は

な
ら
な
い
。

病
院
組
合
は
上
部
団
体

に
加
盟
し
て
い
な
い
た
め
、

情
報
を
得
る
の
が
遅
く
な

る
が
、
他
団
体
主
催
の
研

修
、
会
議
等
に
参
加
し
情

報
を
得
て
い
き
た
い
と
考

え
る
。

病
院
事
業
庁
内
で
は
、

が
ん
、
小
児
の
二
交
替
制

勤
務
が
試
行
か
ら
本
格
実

施
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
実
施
し
た
「
職

場
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で

は
育
児
短
時
間
勤
務
、
部

分
休
業
、
育
児
時
間
な
ど

を
利
用
さ
れ
る
方
が
増
え
、

夜
勤
を
で
き
な
い
方
が
多

く
な
る
と
病
棟
運
営
に
支

障
が
で
る
た
め
、
そ
の
補

填
を
求
め
る
意
見
が
多
く

あ
っ
た
。

育
児
短
時
間
勤
務
者
、

部
分
休
業
者
な
ど
は
、
時

間
外
勤
務
を
行
っ
て
も
時

間
外
勤
務
手
当
の
申
請
も

で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
病
院
事
業

庁
は
「
業
務
に
支
障
が
な

い
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
」

と
し
て
い
る
。

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

の
応
募
が
な
く
困
っ
て
い

る
職
場
も
あ
り
、
賃
金
の

単
価
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
も

「
所
属
が
必
要
と
認
め
る

場
合
に
は
、
特
例
単
価
の

設
定
で
対
応
し
た
い
。
た

だ
し
予
算
の
範
囲
内
で
」

と
人
員
・
賃
金
・
手
当
に

つ
い
て
は
所
属
長
交
渉
の

結
果
が
重
要
と
な
っ
て
い

る
、
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

柿
﨑
代
議
員

（
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
）

柿
﨑

各
分
会
で
問
題
が

異
な
る
。
各
分
会
で
学
習

会
を
し
た
方
が
良
い
の
で

は
な
い
か
。

本
部

学
習
会
は
、
今
は

分
会
単
独
で
開
催
し
て
い

な
い
。
病
院
ご
と
に
問
題

が
異
な
る
の
で
、
個
々
の

テ
ー
マ
で
開
催
し
全
病
院

で
有
益
な
テ
ー
マ
は
共
同

開
催
す
る
こ
と
も
方
法
の

一
つ
と
考
え
る
。

柿
﨑

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

面
談
を
さ
れ
て
い
な
い
組

合
員
も
い
る
。

本
部

人
事
評
価
制
度
が

説
明
さ
れ
た
と
お
り
に
行

わ
れ
て
い
る
か
確
認
を
す

る
必
要
が
あ
る
。

人
事
評
価
制
度
を
病
院

事
業
庁
単
独
で
変
え
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
人
材
育

成
に
つ
な
が
る
制
度
と
な

る
よ
う
に
求
め
て
い
く
。
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11
月
26
日
、
ウ
ィ
ル
あ
い
ち
に
お
い
て
、
第

15
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
代
議
員
定
数
64
名
の
と
こ
ろ
、
出
席
46
名
、

委
任
状
提
出
17
名
、
欠
席
者
１
名
）

大
会
で
は
、
報
告
と
し
て
、
２
０
１
９
年
度

の
活
動
、
会
計
中
間
決
算
（
監
査
）
、
選
挙
管

理
委
員
会
。
議
案
と
し
て
、
２
０
２
０
年
度
運

動
方
針
、
予
算
、
各
種
委
員
会
委
員
、
組
合
員

表
彰
な
ど
に
つ
い
て
提
案
し
、
質
疑
答
弁
の
後
、

賛
成
多
数
で
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

上田委員長

11
月
26
日
、
ウ
イ
ル
あ
い

ち
に
て
県
職
連
合
第
15
回
定

期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

病
院
組
合
か
ら
は
、
31
名

の
代
議
員
が
出
席
し
（
定
数

42
名
、
委
任
状
提
出
９
名
、

欠
席
２
名
）
、
今
年
度
の
活

動
等
の
報
告
、
来
年
度
運
動

方
針
等
の
提
案
が
承
認
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
代
議
員

（
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
）

伊
藤

再
任
用
者
の
加
入

が
少
な
い
。
再
任
用
者
の

意
見
を
聞
い
て
は
ど
う
か
。

本
部

再
任
用
職
員
向
け

の
説
明
会
な
ど
を
開
催
し

加
入
率
を
上
げ
て
い
き
た

い
。
分
会
で
も
再
任
用
職

員
に
対
し
加
入
の
依
頼
を

し
て
欲
し
い
。

安
藤
代
議
員

（
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
）

安
藤

病
院
事
業
庁
の
看

護
職
場
は
二
交
替
制
勤
務

が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
国
が
定
年
の
延

長
を
審
議
す
る
こ
と
に
な

る
と
思
う
。
長
時
間
勤
務

は
高
齢
層
に
と
っ
て
辛
い
。

定
年
ま
で
働
き
続
け
ら
れ

る
職
場
環
境
が
必
要
で
は

な
い
か
。
二
交
替
制
、
定

年
延
長
に
つ
い
て
高
齢
層

に
意
見
を
聞
い
て
み
て
は

ど
う
か
。

本
部

働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
が
必
要
と
思
う
。

二
交
替
、
三
交
替
が
精
神

で
は
話
題
に
な
っ
て
い
る

が
、
組
合
員
の
声
を
聞
き

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た

い
。

安
藤

日
本
医
労
連
の
２

０
１
９
夜
勤
実
態
調
査
で

は
16
時
間
夜
勤
の
二
交
替

勤
務
は
減
っ
て
き
て
い
る
。

16
時
間
夜
勤
の
学
習
会
を

開
催
し
て
欲
し
い
。

本
部

二
交
替
勤
務
に
つ

い
て
は
、
導
入
さ
れ
て
い

る
病
院
の
組
合
員
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
総
括
的
に

行
っ
て
行
き
た
い
。

安
藤

病
院
事
業
庁
か
ら

「
月
報
」
を
も
ら
っ
て
い

る
と
思
う
が
、
細
か
い
部

分
も
組
合
員
に
説
明
で
き

る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

本
部

検
討
し
て
い
き
た

い
。

交
流
会
の
参
加
者
か
ら

は
、
次
の
よ
う
な
貴
重
な

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み
の
参

考
に
す
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
組
合
員
か
ら
の
声

を
聞
く
交
流
会
を
計
画
し

て
い
き
ま
す
。

育
児
関
係

病
児
保
育
、
土
曜
預
か

り
な
ど
託
児
所
が
充
実
し

て
い
な
い
。

子
ど
も
が
病
気
の
時
に
、

急
な
休
み
が
取
り
に
く
く

困
っ
た
。

夜
勤
時
に
子
ど
も
が
１

人
に
な
る
の
で
不
安
。

不
妊
治
療
関
係

休
暇
制
度
の
整
備
が
必

要
。

介
護
関
係

前
も
っ
て
の
申
請
の
た

め
、
予
定
が
組
み
に
く
く

制
度
を
活
用
で
き
な
い
。

必
要
な
と
き
に
休
み
が

取
り
に
く
い
。

そ
の
他

総
合
要
求
で
部
分
休
業

の
拡
大
の
要
求
が
さ
れ
て

い
る
が
、
代
替
人
員
の
充

足
も
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

(3) 愛知県病院事業庁職員組合ニュース №120 2019年12月12日

２
０
１
９
年
度
、
本
部
執
行
部
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
右
か
ら
）

〇
執
行
委
員
・
拡
大
執
行
委
員

守
村

麻
子
さ
ん
（
小
児
セ
ン
タ
ー
）

三
輪

洋
介
さ
ん
（
が
ん
セ
ン
タ
ー
）

榎
本

愛
さ
ん
（
が
ん
セ
ン
タ
ー
）

原
田

友
紀
さ
ん
（
小
児
セ
ン
タ
ー
）

神
谷
謙
市
郎
さ
ん
（
岡
崎
市
派
遣
）

髙
岡

薫
さ
ん
（
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
）

前
田

安
義
さ
ん
（
が
ん
セ
ン
タ
ー
）

※
写
真
掲
載
な
し

酒
井

典
子
さ
ん
（
本
庁
）

丹
村

衣
里
さ
ん
（
小
児
セ
ン
タ
ー
）

〇
監
査
委
員

段
家

貢
司
さ
ん
（
本
庁
）

10
月
21
日
、
名
古
屋
Ｊ
Ｒ
ゲ
ー
ト
タ
ワ
ー
ホ

テ
ル
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
」
に

て
病
院
組
合
女
性
交
流
会
を
開
催
し
、
３
分
会

か
ら
19
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
セ
ッ
ト
を
楽
し
み
な
が
ら
、

仕
事
上
の
困
り
ご
と
な
ど
を
共
有
し
て
、
優
雅

な
空
間
で
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。


